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働き方の多様性がもたらす
都市のかたちの変化

/ コロナを契機に加速化する働き方の多様性
/ ポリセントリック化する都市圏
/ 住む場所を中心とした新しいライフスタイル
/ それでも都心に集まる理由
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コロナを契機に加速化する働き方の多様性
Beforeコロナの頃から既に、働き方の多様性が進みつつあったが、Withコロナで社会全体がテレワークを実体験したこ
とにより、今後はテレワーク化が加速し、働く場所を自由に選べる社会が到来するであろう。また、それに伴い都市の
かたちも変化すると考えられる。

大量生産、大量消費時代には効率的であった一極集中型（モノセントリック）の都市構造は、社会・経済環境の変化や、
それに伴う働き方の多様性により、各々が個性的な魅力を有するエリアが重層的に集散した多極混在型（ポリセント
リック）な都市構造へと転換する流れにある。

過度の集中の
回避

集中圧力

働く場所
都心集中

住む場所
郊外拡散

社会全体が
テレワークを実体験

大都市圏化

After コロナ

都心に集まる
意味の再定義と

あり方

過度の拡散の
回避集中と拡散の同時進行

通
勤

郊外に集ま
る新たな意
味とあり方

Beforeコロナ
高度成長期

テレワークの可能性

Before コロナ
最近10年

With コロナ
2020年

都心と郊外に集まる
新たな意味とあり方

一部にテレワークあるも
社会変容に至らず

社内・都心でも
テレワーク

在宅テレワーク

拡散圧力

通勤地獄の回避

新たな働き方 これからの
都市圏のあり方

ハブ＆スポーク型
鉄道ネットワーク

オフィス集積エリア

郊外拠点駅駅勢圏

都心

郊外

郊外オフィス拠点

都心

郊外

働ける生活拠点化

特徴のある
生活拠点駅

自転車生活圏 新たな創造エリア

用途の混在都心の生活拠点

居住中心エリア

業務分散拠点

モノセントリックな都市圏イメージ ポリセントリックな都市圏イメージ

ポリセントリック化する都市圏
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住む場所を中心とした新しいライフスタイル

探索・思考
発信

関係構築
コミュニケーション

協業
ヘッドオフィス

ショールーム

コワーキング
スペース

飲みニケーション

図書館

散歩

商談

カフェ

ライブエンターテイメント
アフター５

アクティビティ

文教施設

まちあるき ランニング

登山

物販店舗

飲食店舗 WORK STATION

公園

学校

関係構築
コミュニケーション

良好な住宅

魅力的な生活圏
物販店舗 飲食店舗

地域コミュニティ

どこに居ても働くことが出来る社会においては、人々が住む場所を中心としたエリアで過ごす時間が格段に増えること
から、地域コミュニティの重要性が高まると共に、日々の活動やアクティビティを楽しむ圏域（魅力的な生活圏）の拡
大・充実が求められる。

ビジネス環境や公共交通ネットワークが充実し、文化・芸術施設や教育機関、エンターテイメント施設等が集積する都
心には、創造的な活動を行う人々を引き付ける魅力がある。
都心のヘッドオフィスも、創造的な働き方を志向する人々が集まる場所として、発展的にそのあり方が変わっていくで
あろう。

それでも都心に集まる理由
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ワークシーンから再定義する
ワークプレイス。

/ テレワークがオフィスのあり方に与える影響
/ With/Afterコロナ時代のリアルオフィスの役割
/ Afterコロナ時代を見据えたリアルオフィス導入ステップ
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新型コロナウイルスの感染爆発に伴い、
当社でも緊急避難的な在宅勤務を実施
した。それを契機に改めてテレワーク
がオフィスのあり方に与える影響につ
いて考えた。
全国の設計関連社員を対象としたアン
ケートでは、約6割の社員が普段通りか
それ以上の成果が上げられたと回答し
た。一方で、臨機応変な対応や発散的
な議論が必要になるコミュニケーショ
ンは対応が難しかったとの評価が多
かった。
今後、場所を選ばない日常業務や個人
作業は、自宅や3rdプレイスでのテレ
ワークにシフトしていくと考えられる。
その分、センターオフィスは、Face to
Faceのコミュニケーションや、実物を
介した共創、企業文化の伝承・深耕な
ど、リアルな場でなければ得られない
価値提供＝大きな求心力が求められる
ようになる。

テレワークがオフィスのあり方に与える影響

②-1

臨機応変な対応が求められる
クリエイティブなコミュニ
ケーションは難しい

■テレワークでも対応できる業務/対応が難しい業務

transform

規模の大きいセンターオフィスを中心に
ワークプレイスを構築

日常的業務は、自宅や3rdプレイスでのテレワークにシフトし、
センターオフィスは縮減する中、大きな求心力が必要になる。

センター
オフィス

3rdプレイス

レンタルオフィス

自宅

自社サテライト
オフィス

■テレワークの進展によるオフィスのあり方の変化

竹中工務店
全国設計関連社員アンケート
調査期間：2020年6月10日～19日
回答者数：1,195人

これまで
「テレワーク」は「オフィスワーク」
を補完するもの

これから
業務内容に合わせて「オフィスワーク」
と「テレワーク」を使い分け、相乗効果
によって価値創造の最大化を実現するもの

オフィス
ワーク テレワーク

〈Beforeコロナ〉 〈Afterコロナ〉
〈Emergencyコロナ〉

↓
〈Withコロナ〉

テレワーク
オフィス
ワーク

■今後の働き方

Co-creation
at office

Face to face
による交流が

生み出す価値創造

対応が可能だったこと 対応が難しかったこと

3rdプレイス

レンタルオフィス

自宅

リゾートオフィス
（ワーケーション）

センター
オフィス

自社サテライト
オフィス

求心力
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コロナ禍により、ワーカーの「働き
方」「働く場」に対する価値観は大き
く変化し、働く環境はこれまで以上に
多様化が進んでいる。企業の競争力を
高めるためには、業務内容や状況に
よって最適な働き方・場を選択し、企
業活動を効果的・効率的に継続するこ
とが重要である。そのためにはリアル
オフィスとテレワークそれぞれの特長
を把握することがポイントとなる。
同時に、改めてリアルオフィスに求め
る役割の再構築が必要とされている。
Afterコロナ時代におけるリアルオフィ
スには、そこでしか実現することがで
きない価値を継続的に創出するための
場であること、様々な危機・脅威に対
応できる回復力・しなやかさ（レジリ
エンス）を備えていることが求められ
る。これからのリアルオフィスに求め
られる具体的な９つの役割を紹介する。

With/Afterコロナ時代のリアルオフィスの役割

②-2

■「働き方」「働く場」に対する価値観の変化

■リアルオフィスに求められる９つの役割

■リアルオフィスとテレワークの特長

働き方・働く場に対する
価値観の変化“どこで”仕事

働き方・働く場の

多様化が加速

“どんな”仕事
“どのように”仕事

リアルオフィス 中心 仕事内容や状況によって選択

センター
オフィス

サテライト
オフィス

3rd

プレイス 自宅シェア
オフィス

センター
オフィス

サテライト
オフィス

まず

次に

まず

次に

※リアルオフィス＝各企業のセンターオフィス、サテライトオフィスなどと定義する
※

オフィスワーク テレワーク

テレワークの強みリアルオフィスの強み

・最適な仕事環境や設備が実装されている
・文脈共有や共創、刺激の場
・企業文化醸成(その会社らしさを体感でき、育む場)

・変化への柔軟な対応
(BCP、グローバル化、ダイバーシティ・WLB対応など)
・効率化(移動時間、費用の削減など)

シェア
オフィス

業務内容や状況によって最適な働き方・場を選択し、
企業活動を効果的・効率的に継続する

主な場 センター
オフィス

サテライト
オフィス

3rd

プレイス 自宅

リアルオフィス

9
roles

特殊設備の利活用
実験設備など、そこにしかない設備の

活用・業務の遂行を行う場

技能の伝承
後進への技術の伝承や、
主体的な学びを実践する場

ウェルビーイング
健康・多様性に配慮し、

幸福感、安全性、創造性の向上を支援する場

対面コミュニケーション
言語以外の表情や身振りなどを含む、

あらゆるコミュニケーションが発生する場

モノを介した共創作業
実物を交えた共業や意見交換により、

価値づくりを行う場

モノ・コトからの刺激
モノ・コトからの刺激、気づきなどにより、

新たな発想の創出を支援する場

安全な情報セキュリティ
様々な執務環境の中で

最もセキュリティの高い場

企業文化への共感
帰属意識や

エンゲージメントを高める場

高効率集中環境
自宅、サードプレイスよりもはるかに
効率的かつ効果的に作業できる場

“どんな”仕事
“どのように”仕事 “どこで”仕事

継続的な企業価値創造
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リアルオフィスのあり方を検討するに
は、CRE戦略だけでなく、企業風土・
業種・職能により異なる「オフィス
ワーク」×「テレワーク」のベスト
ミックスを探ることが重要である。当
社では、社員参加型ワークスタイル変
革により“お客様と寄り添い、共に探
求するプロセス”において、ノウハウ
と実績がある。
デザインに入る前段階でお客様課題を
明確にして、設計要件を確定する。テ
レワークが浸透し、①オフィス機能の
見直し、②出社率、③ソーシャルディ
スタンスなど、リアルオフィスに求め
る価値観に変化が生まれた。そこで
我々はリアルオフィスを「オフィス機
能」×「人数」×「余裕度」で再定義
することを提案する。“執務行動”から
「オフィスに求める必要機能」を、
“働く場所”から「出社率」を、“執務
環境”から「ソーシャルディスタン
ス」を導出する。

Afterコロナ時代を見据えたリアルオフィス導入ステップ

②-3

■「オフィスワーク」と「テレワーク」のベストミックスは？

■リアルオフィスを再定義する３つの視点

■リアルオフィス再定義の5ステップ

オフィス
ワーク テレワーク

オフィス
ワーク テレワーク オフィス

ワーク テレワーク

リアルオフィス中心 同程度に組合せ テレワーク中心

オフィス
ワーク テレワーク

企業風土・業種・職能を考慮して、ベストミックスを探ることが重要である。

リアルオフィスを「オフィス機能」×「人数」×「余裕度」で再定義する。

コロナ禍により変化した価値観
①必要機能の見直し、②出社率、③ソーシャルディスタンスをPHASE2,3で探る。

PHASE1 PHASE2 PHASE3 PHASE4 PHASE5

ゴールの
確立

事実の
収集と分析

コンセプトの
発見と試行

ニーズの
決定

課題の
提示

設計要件
確定

Before

After

執務環境から考える
（どんな環境？）

ソーシャルディスタンス確保に
よって、増加した執務室面積

執務室

1人当たり 6～8㎡程度

執務室面積

1人当たり○○㎡

執務室

働く場所から考える
（どこで仕事？）

オフィス
ワーク テレワーク

執務室

出社率100％の席数

執務室面積

出社率○○％の席数

出社率減少によって
削減された執務室面積

執務室

Before

After

執務行動から考える
（どんな仕事？）

オフィスアクティビティカード🄬🄬：
執務行動が記載された参加者の対話
を活性化するツール

執務室 会議室 生活支援

通路

オフィス面積割合

業務支援

業務支援

生活支援

オフィス機能見直しによって
捻出されたオフィス面積

会議室

通路

執務室

Before

After

オフィス機能
(必要機能の見直し)

余裕度
（原単位・ソーシャルディスタンス）

人数
（席数・室数・出社率）
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③
建
築

安心の先にある
魅力的な働くための空間。

/ 働くための空間の骨格にある「不安」を「安心」に展開する
/ 安心と魅力を生み出す空間構成
/ 安心から考える働くための空間の新たな魅力

w a 株式会社 竹中工務店
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縦動線の分散配置

動線の回遊性

安心：動線に選択肢により密集を軽減
魅力：偶発的な共創の場となる

安心：回遊的な動線により密接を軽減
魅力：歩行による偶発的な出会い・刺激

共用部の拡大

選択可能な働く場

安心：空間を拡大により密接を軽減
魅力：偶発的な共創の場となる

安心：働く場の選択肢により密集を軽減
魅力：仕事に合わせた働く場の多様性

外部空間の導入

エリアの専門化

安心：換気性能がよく、密閉を回避
魅力：外気に触れ、ON/OFFの切替促進

安心：使用者の限定による安心の向上
魅力：仕事に合わせた働く場の多様性

働くための空間の骨格にある「不安」を「安心」に展開する

③-1

テレワークの普及により、いつでもど
こでも働くことができるようになった。
業務の効率化が進んだ一方で、リアル
に対面する価値が、改めて認識された。
しかし、人と会う「集まる」ことは、
感染リスクを伴う。そこで建築は、不
安を解消し安心を確保する役割を担う
必要が生まれた。非接触や換気・密の
見える化など、Withコロナにおける安
心のための設備・ITソリューションが
実装されはじめている。心理的な安心
感は、今後も、個人・組織がパフォー
マンスを発揮する前提になると仮定し、
建築計画から再考する。
Afterコロナにおける働くための空間は、
「集まる」ことに対する安心を確保す
ると共に、更なる魅力的な価値を見出
すことが重要である。安心のための工
夫が、新たな価値創造にも繋がること
を理想に掲げ、 Afterコロナに向けた魅
力的な働くための空間を考察する。

安心と魅力を生み出す空間構成
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ハイスペックソロワーク
自宅、サードプレイスよりもはる
かに、効率的かつ効果的に集中作
業できる個人ブース

来客用テラス
来客対応も可能な外部
の打合せスペース。外
気に触れ、密な空間を
回避

多目的スペース
来客との接触を減らしつ
つ、簡易な来客対応が可
能な広い共用部

実際にモノに触れ、ディスカッションが
できるクリエイティブスペース

モノを介した共創スペース

仕事もできるテラス
外気に触れながら安心して、
打合せやソロワークができ
る広々したテラス コミュニケーションラウンジ

リアルオフィスの価値である対面コミュニ
ケーション、技能伝承・OJTを重視したラウン
ジ。周りの音が混ざらないようにサウンドマ
スキングを活用

リフレッシュスペース
共用部を広げた多用途な空間。密を
避けつつ、気分転換や雑談のための
リフレッシュコーナー

非接触対応ＷＣ
自動制御を用いた安心なＷＣ。
縦動線と分離することで、動
線を整理し安心感を高める

実験設備など、オフィスにしかない
ものの活用や業務の遂行を行う場所

オフィスにしかない特殊な設備

ＷＥＢ会議可能な環境を
整えた個室ブース

ＷＥＢ会議ブース インフォボード
ＩＴによる見える化。
オフィスの利用状況
などを掲示

社内の縦動線を分離し、整理すること
で安心できるオフィスを提供。吹抜に
よる上下階の繋がりを実現

吹き抜けのある階段

雨がかからない箇所に自
然換気窓を採用

換気しやすい建具

③-2

安心から考える働くための空間の新たな魅力

③
建
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④
環
境
設
備

新しい価値観を実現する
環境設備ソリューション。

/ 新しいオフィスの価値観に適応した環境設備ソリューション
/ 適正な換気ソリューションによる安心な室内環境の提供
/ タッチレスから自動化、そしてスマートビルディングへ

w a 株式会社 竹中工務店
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新しいオフィスの価値観に適応した環境設備ソリューション

環境・人情報を取得することで、個人の好みに合った環
境を学習し、状況に合わせて快適な環境を提供します。

人と人の接触を減らすために混雑度を見える化し、感
染防止を図ります。
在宅勤務が中心となるオフィスはフリーアドレス席と
なるため、環境情報や執務者の位置情報を可視化し、
座席選択をサポートします。

人口密度が増減するオフィスは人が在席しているエリアを中心に環
境整備します。アンビエント領域は少ないエネルギー投入で適度
な光・温熱環境を形成し、タスク領域は執務者が自由に
光や温熱環境を調節できるようタスク照明やパーソナル
気流ユニットを用いて個人の好みに調整します。

「ソトコミ® 」は屋外の温熱環境の快適さを分かりやす
く6段階で数値化し、リアルタイムで表示します。在室者
を適切に屋外スペースに誘導することに加えて、室内の
混雑度を低減することで感染リスクの低減を図ります。

アンビエントとタスクを意識した環境設備計画 個人好みに合わせたパーソナル環境制御

執務者位置情報と混雑情報の見える化 屋外執務環境を見える化する「ソトコミ® 」

④-1

在宅勤務により、働くスペースが多様化し大きな概念を変え、オフィスと住宅の境界を曖昧にしている。オフィス
内にとどまらず、より広域の場所・多様な時間でABW（Active Based Working)を考える必要がある。その状況
下でオフィス内の人口密度が曜日や時間帯で変化することに適合し、個人の好みに合わせ、社員が自ら場所を選択
できるような環境設備ソリューションが求められている。

Beacon ウェアラブル温湿度など

温度

湿度

気流

放射 代謝量

着衣量
環境側 人間側

人・環境情報の取得

体感申告

DB

データベースに個人の
好みを収集

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

-3 -2 -1 0 1 2 3

Pe
rs

on
al

 P
PD

PMV

default User01

個人の好みを学習し制御

快適

やや不快 不快

やや快適

通常の快適域

個人の快適域

個人の好みを学習し設備を制御

通信

ソトワーク指数
屋外の温熱環境の快適さを分かりやすく
６段階で指数化しリアルタイムで表示した
ものソトコミ®の空間事例

外部環境を
計測し演算

無線環境センサで
常時測定

出社時 スマホを机上の
センサにタッチ！

環境情報
（気温・湿度・光・音）

が分かる

その日の座席を登録する
座席を検索し混雑状況が分かる

タスク領域
タスク照明パーソナル気流ユニット

アンビエント領域

染み出し空調 上下配光照明
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④-2

適正な換気ソリューションによる安心な室内環境の提供

執務空間において、空気の滞留がない適正な空気齢・室
内気流分布となる空調システムを構築します。

空中を浮遊する飛沫核粒子は中性能フィルターで捕集
可能です。
換気・空調システムに中性能フィルターを組込むこと
で感染リスクを低減でき、感染防止期間中のみ組込め
るようにスペース対応することも可能です。
CO2センサーにより執務空間の空気清浄度を見える化
することで、感染リスクを監視します。

BIMを活用した環境シミュレーションにより、空気の
流れ・淀みを可視化し、最適な室内気流分布を計画し
ます。

適正な外気を導入する機械換気システムで感染リスクを
低減することは可能ですが、さらなる安心のために自然
換気システムを導入することで、短時間での空気の入替
え、さらには省エネへの貢献、快適性の向上も図れます
。

気流シミュレーションによる換気の可視化 気流分布と換気効率の適正化

さらなる安心のための自然換気システム

今、求められているのはゼロリスクの安全ではなく、安心な室内環境である。
その実現のためには、よりよい換気のために適正な外気導入と最適な室内気流分布を計画し、さらなる安心の
ために自然換気システムの導入などが考えられる。

エアフィルターによる感染リスクの低減と
CO2センサーによる空気清浄度の見える化

気流可視化の事例

排気

エアフィルタースペース

空調機

CO2センサー

執務空間 CO2センサーによる
室内空気清浄度を
執務者のノートPC等に表示

給気

還気

ノートPC

エアフィルタースペースとCO２センサーの事例

トップライトからの自然通風

自然換気口

自然換気
（自動制御）

自然換気システムの事例

気流分布の適正化に配慮した事例

人に触れた空気を拡散されることなく排気することが
できます。

執務者

床吸込口

天井吹出口

排気

給気

気流

④
環
境
設
備

w a 株式会社 竹中工務店

2020-DEC./



④-3

タッチレスから自動化、そしてスマートビルディングへ

「ビルコミュニケーションシステム® 」
各種センサーが集めたビッグデータをクラウド上に蓄
積し、AIで分析することで照明や空調の最適化、エネル
ギーの需要予測などを自動化でき、継続的に高付加価
値のサービスが受けられます。

日常的に触れるモノに非接触技術を導入したり、顔認証による自動認識技術でのセキュリティ向上。さらには遠隔コン
トロール可能なクラウド技術で人やモノとの接触を減らすと同時にビルのスマート化も図ります。

オフィスサポートロボット
ビルや敷地内の巡回警備の無人化とともに無人消毒の効
果検証を実施しています。オフィス内の清掃・配送の自
動化など機能を付加することで様々な用途でロボットを
活用していきます。

非接触・自動化・リモート技術

スマートビルディングへ

コロナ禍の中、感染しないためにヒト・モノへの接触機会の低減に努めてきたことは、私たちの衛生意識を
向上させるに留まらず、非接触・リモート技術の導入を加速させてきた。こうした動きはより加速し、運用
管理の効率化や情報の見える化のできるスマートビルディングへと進化すると考えている。

音声認識AI制御システム
（ツイートREMO®）

 

  

AI
スピーカー

スマート
フォン

Cloud Platform

Wifi

照明
設備

BACnet

空調
設備

換気
設備

カメラ
設備

防犯
設備

 

  

ゲ トウ イ BACnet
ゲートウェイ

空中タッチパネル 顔認証（マスクあり）

腕押しハンドル 非接触スイッチ
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⑤
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物理的な距離と心理的な距離を
組み合わせるコミュニケーション。

/ 場所や世代など様々なギャップを解消する情報へのアクセシビリティ
/ リアルとバーチャルを融合した選択可能な新しい対話
/ ひとびとが安心するための見える化された情報を提供

w a 株式会社 竹中工務店
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誰が何処でいつ仕事をしているか分から
ず、管理職が業務を把握できない

ネットワーク回線や家具・什器等、自宅
での執務環境が整っていない

電話やメールだけでは意図を伝えきれず、
コミュニケーションに支障が出る

WEB会議に不慣れで、スムーズに進行で
きない

少し声を掛ける等の気軽なコミュニケー
ションが取れない

ローテーション勤務では顔を合わせない
人が出てくる

徒歩・自転車で通勤できる距離にオフィ
スがない

働く場が分散すると、場所や年代、又情報に対する感度や思考により様々
なギャップが生じてくる。
就労日報の報告をコミュニケーションツールとして活用し、実際の勤務状
況を可視化することで、Afterコロナ時代の働き方を支えます。

自分で仕事を振り返る・上司が見守るための可視化02

始業/終業等の就労日報入力と日々の勤怠管理
を容易にするだけでなく、上司と部下のコミュニ
ケーションのきっかけを与える

ブラックボックス化しがちなパソコン業務も、
ログ分析等で働き方・情報活用を可視化し、
問題の早期発見・業務改善を支援する

部門を超えた対話のきっかけも作る屋内測位03

「社外だから」という不安・不便を解消する屋外測位04

オフィスにおけるヒトやモノの位置情報を
リアルタイムで把握可能とすることで、たま
たまの遭遇や「ちょっといい？」を誘発する

メンバーの社外における活動状況もタイムリ
ーに把握することで、円滑な指示・連絡や直
行直帰時の就業管理を容易にする

With
コロナ

After
コロナ

「リモートワーク」と「オフィスワー
ク」、これからは「多様な人×多様な
場所」の相乗効果により、ますます新
しい価値の創出が求められます。
「リモートワーク」によるメリットと
デメリットが広く認識されるように
なった今、コミュニケーションの不安
を解消する様々なソリューションが生
まれています。
私たちは、「働く場」における「新し
いコミュニケーション」を皆さまと共
に考えます。

感染防止のため、会議参加人数を減らさ
ないといけない

換気設備がない会議室だと扉を開け放つ
ため声が漏れる

距離を取った席にするためレイアウト必
要があり、席が足りない

自席でWEB会議を行うため声が気になる
従業員の感染発覚時や感染が疑われた時、
濃厚接触者が誰かわからない

出社時に検温する必要があり手間がかか
る

手指衛生を保つため極力ものに触れない、
逐一消毒する等の対策が必要で手間がか
かる

リモートワーク

オフィス外においても
スムーズに業務を行える環境

オフィスワーク

オフィスにおける感染症対策と
業務のしやすさの両立
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物理的な距離と心理的な距離を組み合わせるコミュニケーション

場所や世代など様々なギャップを解消する情報へのアクセシビリティ

コミュニケーションの手段としての勤怠管理01
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働く場が分散している状況でも、従来のオフィスワークと同様に執務者
同士がコミュニケーションを取りスムーズに情報共有・合意形成を図れる
環境が求められる。
リモートの良さを生かしつつ、仕事の内容によりリアルとバーチャルの度
合いを選択しながら、打合せを進化させられると考えています。

リアルな場を共有するテレカンファレンス01

文字情報をベースに場所共有するチャットツール02

バーチャルな場を共有するVR会議03

映像や音声の送信、資料共有等の機能を持ち、
遠隔地とも対面に近い会議を可能にする事で
情報共有・合意形成を円滑にする

短いメッセージを互いにタイムリーに送信し
合う機能を持ち、メールよりも「会話」に近
い気軽なコミュニケーションを可能にする

HMDを装着した参加者が仮想空間上でアバ
ターを用いた「Face to Face」のコミュニケ
ーションや3Dモデル・3Dペンを用いたVR空
間ならではのコミュニケーションを行う

リアルとバーチャルを融合した選択可能な新しい対話

ひとびとが安心するための見える化された情報を提供
出社する従業員や来訪者の体温等の健康状態及び換気状況などの室内環境
といったヒト・モノの状態をセンシングし、発熱者や気密状態などの感染
リスクを見える化（可視化）することで、より安心して働らく場を提供し
ていきます。

従業員・来訪者の状況を把握するバイタルセンシング01

ヒト・モノの環境をセンシング02

人の体温等のバイタルデータをサーモカメラ
やウェアラブルセンサによって計測し、バイ
タルデータを蓄積・活用することで従業員・
来訪者の体調を即座に把握する

CO2濃度や温度・湿度等をセンシングするこ
とで換気状態といった室内環境を可視化し、
従業員の自発的な換気や気分転換を促し、従
業員の行動を変容する

位置情報に基づいたリスクの可視化03

従業員の所在情報を利用し、従業員同士の
ソーシャルディスタンスの確保を促す。
また、感染発覚時には過去に遡って所在情報
を追跡することで、濃厚接触者の特定を容易
にする

With
コロナ

After
コロナ

Before
コロナ

After
コロナ

With
コロナ
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「新しい未来」を切り拓く技術
New Normal DX。

/ New Workstyle DX －共進化する「場（ba）」－
/ New QOL DX －ライフとワークが重なるコモン－
/ New Sanitation DX －公衆衛生を維持する仕組み－
/ New Gathering DX －間合いをとるテクノロジー－
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「新しい未来」を切り拓く技術 －New Normal DX－
新型コロナウイルスを契機として、当
たり前のようにおこなっていた
「働く」ということが大きく変わろう
としています。
与えられた「ニューノーマル」を受け
入れるだけでなく、私たち自身が
「ニューノーマル」を切り拓いていく
ことが大切だと、竹中工務店は考えま
す。
そこで、皆さまと一緒に「ニューノー
マル」を切り拓いていくために、竹中
工務店の技術開発の方向性を共有いた
します。

New Workstyle DX 共進化する「場（ba）」
New QOL DX ライフとワークが重なるコモン
New Sanitation DX 公衆衛生を保つプログラム
New Gathering DX 間合いをとるテクノロジー

New
Normal

DX

New Workstyle
DX

New Gathering
DX

New QOL
DX

New Sanitation
DXデータ データ

行動支援 予測・評価

竹中工務店が目指す New Normal DX

技術開発の方向性＝New Normal DX の実現
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New QOL DX － ライフとワークが重なるコモン －
コロナ禍での在宅勤務やテレワークを
通じて、私たちは「働く」と「暮らす」
の関係を学び直すことができました。
ポストコロナ社会では、新たなリテラ
シーを学んだ都市生活者が、「働く」
「暮らす」の多様なアクティビティを
都市の「コモンスペース」に分散させ、
それらを相互に重ね合わせていくで
しょう。
竹中工務店が進めてきた「健築®」コ
ンセプトに基づく空間づくり・まちづ
くりをベースとして、建物内部から屋
上、半外部/外部空間、街路、公園等
へとひろがる都市の「コモンスペー
ス」を“リデザイン”するため、① 交流
を深める「近接性・開放性」、② 身
体活動を促す「ウォーカビリティ」、
③ 感性を刺激する「バイオフィリ
ア」、3つの空間特性を向上させる技
術開発に取り組みます。

コロナによる脅威が次々と押し寄せる
中で、多くの人が「働き方」を考え、
見つめ直しました。その中で私たちは、
リアルであってもオンラインであって
も、働くときには「場（ba）」がとて
も大切だということを再認識しました。
場（ba）とは、相互作用しあう人たち
によって共有されるコンテクストであ
り、その相互作用を通じた自己超越と
知識創造によって、参加者と場（ba）
は共進化していく、と指摘されていま
す。
私たち竹中工務店は、デジタルツイン、
臨場感通信、アバター、感情認識・セ
ンシング等の革新的なテクノロジーが
もたらすデジタルトランスフォーメー
ションと空間とを統合することで、
ニューノーマルなワークスタイルを支
える未来の「場（ba）」を実現します。

「健築®」コンセプトから導出される
QOLを向上させる3つの空間特性

「健築®」webサイト https://kenkou-kenchiku.jp/

近接性・開放性

ウォーカビリティ バイオフィリア

New Workstyle DX － 共進化する「場（ba）」 －

＊1）

Nonaka, I., & Konno, N. (1998). The concept of “Ba”: 
Building a foundation for knowledge creation. California 
Management Review, 40(3), 40-54.

＊1）

Nonaka & Konno (1998)を翻訳・改変

共同化

暗黙知

リアル/オンライン
形式知

表出化

場（ ba )
共進化する

場（ ba )

連結化

オンライン

表出化

⑥-2

⑥
技
術
開
発

w a 株式会社 竹中工務店

2020-DEC./



New Gathering DX － 間合いをとるテクノロジー －
都市では集積が進むことで、さらに集
積が発生して、「集積の経済」がより
大きくなるという循環が生まれます。
さらに、多様な人が集うことで、新し
い何かが生み出されることの期待が高
まります。
Afterコロナ社会の都市においては、高
度な集積を目指すだけでなく、人々が
向かう場所、移動するタイミングなど
を適切にコントロールすることで、物
理的な距離を確保しつつも、心理的・
社会的距離を縮め、人々の知識やスキ
ル、想いや熱量を集積させていく社会
システムが必要です。
私たち竹中工務店は、都市における新
たな「集積」の実現に向けて、① 時
間的な「間合い」をとるための人流の
把握・分析技術、② 時間的な「間合
い」をとるための生活リズム・ライフ
スタイルの把握・分析技術等、「間合
い」をコントールするさまざまな技術
の開発に取り組んでいきます。

コロナのさまざまなインパクトは、都
市計画学と公衆衛生学の“古くて新し
い”関係にあらためて光を当てていま
す。
都市計画と公衆衛生の新たな関係を
ベースとして、持続的に公衆衛生を改
善させていく仕組みを社会にインス
トールしていく必要があります。
竹中工務店は「健築®」コンセプトに
基づき「人と寄り添う空間づくり・ま
ちづくり」として3つのアクションを
掲げています。これをベースとして、
未来の「公衆衛生」の実現に向けて、
① シミュレーション／予測に基づき
構築される空間デザインに、② ゲー
ミフィケーションや教育を組み込んだ
プログラムが提供され、③ ビッグ
データ解析／可視化技術を基盤とする
分析・評価に基づき継続的にマネジメ
ントされる社会システムの構築を目指
します。

空間的／時間的な「間合い」のコントロール

New Sanitation DX － 公衆衛生を維持する仕組み －
「健築®」コンセプトから導出される
公衆衛生を維持する3つのアクション

教育ゲーミフィケーション

シミュレーション

可視化
ビッグデータ解析

GIS

②プログラム

①空間デザイン ③分析・評価

フィードバック

モニタリング

⑥-3

「健築®」webサイト https://kenkou-kenchiku.jp/

⑥
技
術
開
発
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